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※各スケジュールは都合により一部変更になる場合がございます。
※写真はイメージです。実際の内容と異なる場合がございます。

観 覧 料　〈特別展〉一般200円（160円）　大学・高校生100円（  80円）
　　　　　〈企画展〉一般400円（320円）　大学・高校生250円（200円）　
　　　　　※（　）内は20名以上の団体料金
　　　　　※身体障害者手帳・療育手帳・精神障害者保健福祉手帳をお持ちの方とその介護者1名無料
休 館 日　毎週火曜日（祝日の場合は翌日）、年末年始の休館　12/27 ▶ 1/5（臨時開館 1/3）
　　　　　特別清掃・燻蒸消毒・展示入替・倉庫整理の休館　　  8/30 ▶ 9/6

中学生以下無料

開館時間　9:30〜17：00

〒370-3511　群馬県高崎市金古町888-1
http://www.nippon-kinunosato.or.jp

TEL 027-360-6300

体験学習 （草木染、型染、絞り染、ろうけつ染、手織り、
繭クラフト、和布細工、繭から織物までの体験セミナー、
カイコの飼育体験学習講座、草木染による型染研究会）
各種体験学習を開催しています。詳しい日程はホームページ
または電話等でお気軽にお問い合わせください。
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平成28年度  群馬県立日本絹の里 展示スケジュール

第72回特別展

「まゆクラフト
と絹の作品展」

▶4/11㊊

第７3回特別展

「群馬県作家協会展
～絹文化に想いを
　　　　寄せて～」

第７5回特別展第３6回企画展

「絹を着た記憶
～産着から
　はじまる物語～」

「人形まんだら時代絵巻
～寿三郎人形・辻村寿和

コレクション展～」

9/7㊌▶10/17㊊
養蚕の伝来から2000年以上
たった現在も、「絹」は私たち
日本人にとって欠かすことの
出来ない、美しく丈夫で温か
な繊維です。日本人が年中行
事や人生の節目にまとう礼装
をその習わしとともに紹介し、

「日本人と絹の絆」に迫ります。

5/28㊏▶7/11㊊
着物の古布を使って人形を制
作する世界的に著名な人形師
辻村寿三郎氏の作品を展示し、
寿三郎氏ならではの優美で妖
艶な世界ととももに、絹の素
晴らしさを紹介します。

近代産業の柱であった絹産業
には、養蚕農家や製糸染織業
者以外にも、必要な道具等を
作る多くの「匠」が関わってき
ました。その「匠」の技を受け
継いで創作活動をしている群
馬県作家協会会員13名が「絹
文化」をテーマに絵画、彫刻、
工芸等それぞれの分野の技を
駆使した作品を展示します。

第３7回企画展第７4回特別展

「宝塚歌劇衣装展
～華麗なる
　　　舞台衣装～」

（夏休みこども展）
「学ぼうカイコ」

10/22㊏▶12/5㊊7/16㊏▶8/29㊊
日本の演劇史上に輝かしい軌
跡を残し、多くの方々に夢と
感動を与え続けている、宝塚
歌劇の舞台衣装にスポットを
当て、その華麗な世界を紹介
します。

カイコの飼育量が全国一であ
る群馬県、そんな群馬県にふ
さわしい施設として夏休みの
こども達に、カイコの生態か
ら飼育方法など、カイコのい
ろいろなひみつを紹介します。

第７7回特別展

「まゆクラフトと
 絹の作品展」

2/18㊏▶4/10㊊
繭の特性をいかしたまゆクラ
フト作品とともに、工芸作家
と日本絹の里友の会会員によ
る絹の作品を展示し、繭や絹
の魅力を紹介します。

夏休みこどもシルク教室
７月下旬▶８月中旬
小中学生を対象にした特別メニューで、染色・手織り・繭ク
ラフトの体験教室を開催します。

日本絹の里大学
９月▶11月
シルクに関するさまざまな分野について、専門家がわかり
やすく解説して楽しく学べるユニークな講座を開催します。

第７6回特別展

「かいこが紡ぐ
　ことばと生活展」

12/10㊏▶2/5㊐
人々は蚕を大切に「オコ（蚕）サマ」

「オカイコサマ」「オカイコ」と尊称
で呼んできました。群馬県そして
日本全国の養蚕業について理解度
を高めていただくために、養蚕に
よって育まれてきた「養蚕ことば」
を視覚化して紹介します。

群馬のことばで…、

お蚕さんの、

「休んで起きて」、

しじ　たけ　ふな　にわ

平成27年度の様子

4/16㊏▶5/23㊊

「群馬の絹」展
2/9㊍▶2/14㊋
群馬の繭、生糸を使用した、和装品や洋装品、工芸品などの絹
製品の展示と販売を行い、県民をはじめ、県内外の関係者、消
費者に紹介して、「群馬の絹」を宣伝し、需要拡大に結びつけます。

（左上から）手描き友禅／永井與子、
木工芸／田村木道、創作人形／竹本京、
竹工芸／青木岳男（作家蔵）

「阿蘭陀異聞」シーボルトいね

なぜカイコは桑を食べるの？

「婚礼衣装」（当館蔵）

©宝塚歌劇団


